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令和４年度第２回四万十町総合振興計画審議会 会議録 

 

開 催 日 時：令和４年６月３０日（木）１８：００～２０：００ 

場     所：本庁東庁舎 １階 多目的大ホール 

出  席  者：横山 順一、百田 幸生、尾﨑 弘明、神田 修、横山 泰久、 

        佐々木 将司、川添 節子、船村 覺、三浦 ひろみ、森 雅順、 

        山本 由美、野村 宏、鈴木 幸代、酒井 紀子、藤澤 久美子、 

        八木 雅昭、淺野 尊子 

欠  席  者：太田 祥一、田邊 誠進、岡村 健志 

 

■会議次第 

１．開会 

２．会長挨拶 

３．令和３年度地方創生推進交付金の効果検証について 

４．その他 

５．閉会 

 

■会議資料 

１．会議次第 

２．委員名簿 

３．令和３年度地方創生推進交付金事業評価資料 

４．令和３年度地方創生推進交付金経費内訳報告書 

５．委員評価シート 

 

（事務局） 

それでは定刻となりましたので、只今より第二回目になります総合振興計画審議会を始め

させていただきます。始めに会長からご挨拶をいただきたいと思います。 

 

（八木会長） 

皆さんこんにちは。今年も半分が終わろうとしておりますが、今年の梅雨はですね、非常

に短い期間で 6月も終わろうとしていますが、第２回総合振興計画審議会にご出席いただ

きましてありがとうございます。コロナウイルスの感染もなかなか収まらないということ

で、今日も高知県下で 130人あまりが感染したという発表がありましたし、四万十町も感

染者が発表されておりました。そういう意味で、もう 2年半マスクをしながら暮らしを続

けておりますけれども、一日も早くマスクがとれるようになっていただきたいと思っており

ます。この審議会も来月 8月の初旬には、２年間の任期が来るということになります。そ

ういう意味では今回と 7月 14日の会議の二回の会議になりますので、ぜひご協力お願いし

たいと思います。 
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また、総合振興計画の後期計画につきましては、昨年度の秋に答申を致しましたので、

SDGsやウィズコロナというところなども踏まえたうえで、計画を推進していただくように

答申しておりますので、ぜひとも今後の展開としてお願いしたいと考えています。 

本日は地方創生推進交付金事業の効果検証ということで、担当課の方から説明を受けて、

評価させていただくということですが、私達は行政職員ではありませんので、的確な評価が

できるか分かりませんが、住民としての視点でその事業がどうであったかということでご意

見をいただければいいかなと思っていますのでよろしくお願いします。限られた時間でござ

いますがよろしくお願いします。 

 

（事務局） 

ありがとうございました。それではまず始めに資料の確認と評価の流れについて説明をさ

せていただきます。《説明省略》 

 

（八木会長） 

それではですね。早速、事業の内容について担当課の方からご説明をお願いしたいと思い

ます。まず、１番の四万十川の資源を活かす取り組み（１）流域資源の利活用というところ

ですね。そちらの方から順番にお願いしたいと思います。 

 

（企画課：中井四万十川振興室長） 

評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

（八木会長） 

ありがとうございました。では、続いて地産外商推進事業についてお願いします。 

 

（にぎわい創出課：津野副課長） 

評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

（八木会長） 

ありがとうございました。１番の項目を報告いただきましたが、評価シートの方に評価点

や事業に対するアドバイスなどあれば記載いただきたいですが。その前にご質問等あればお

願いします。 

 

（横山(順一)委員） 

ネット販売の再会を目指すというところですが、現在も協議を進めているという説明があ

ったわけですが、やっぱりネット販売っていうのはすごく有効な手段だと思います。いろん

な事業所が沢山あると思いますので、そういう事業所に支援が必要なところは支援をしても

らいたいと思いますが、いつ頃までにその協議が終わるか目途はたっていますか。 
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（八木会長） 

ストップした理由もあると思うのですが、その点も整理をしながらお答えいただければと

思います。 

 

（にぎわい創出課：小笹課長） 

ネット販売につきましては、昨年 9月 13日に一旦休止という形でサイトの方を休止させ

て頂いておりますが、サイト自体は残っておりまして、それを引き継ぐ形で１回リセットを

して事業者を集め直すということになりました。現在再開に向けて動いておりまして、特に

今異論は出ておりませんが、具体的な運営者というところがまだ決まっておらず、そこを今

役場が中心となって組み立てているという状況です。10月 1日を目途にいろんな作業を進

めています。 

 

（八木会長） 

他にご質問はございませんか。 

 

（淺野委員） 

地産外商の部分ですが、いろんな支援がある中で事業費約 1000万円あるうち、ネット

販売と外商力強化と外商推進委託の中で一番事業費が大きい事業は何か知りたいのが１点

と、それから、地産外商の支援メニューはどういう事業者をターゲットにおいて実施してい

るのか。例えば、地産外商はまだスタートしてないけれども、県内あるいはその地域で販売

しているのでこれから地産外商を目指したい、あるいは既に地産外商に取り組んでいるが、

なかなか自分の力だけでは思うようにいかないなど、いろんなパターンがあると思うのです

が、どういった事業者さんを対象に支援メニューを考えられているのか。 

それから商品開発ですけれども、商品開発に何か目標設定をしておりましたら、あるいは

目標といかないまでも目指した商品開発があるのであれば教えていただきたいと思います。 

 

（にぎわい創出課：小笹課長） 

ネット販売、外商力強化、外商推進委託の中でどれが一番大きな金額かと言いますと、四

万十町ネット販売推進協議会の補助金が 467万いうことで、一番大きくなっております。 

今後におきましても、ここが一番大きくなってくるかと思います。続いて、外商に取り組ん

でいる事業者なのか、それとも取り組む前の事業者のどちらを支援するのかといったご質問

ですけれども、それぞれの目的に合わせてということになりますが、どちらかといいますと

外商推進委託料につきましては、既に実績がある会社を主にターゲットとして、そこの販路

を拡大する事業です。また、外商力強化支援委託事業の方につきましては、外商に取り組む

前の会社も合わせてターゲットにして、外商力をつけてもらって引っ張り上げていくではな

いですけども、実力をつけていただくといった組み立ての事業となっております。続いて商

品開発についてですけれども、いくつかございますが、目標数値というものは設定しており

ません。外商力強化支援委託事業では、アドバイザーに個別相談にのっていただいておりま
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すが、その中には商品開発に結びつくものがあると承知しています。 

 

（八木会長） 

他の方でご質問はございませんか。 

 

（酒井委員） 

四万十川の保全と資源活用によるプロジェクトですけれども、こちらは毎回見るたびに思

いますが、この今回評価という話ですが、川だけにフォーカスして一生懸命取り組んでみて

も効果が見えにくいかなと感じていて、今年は梅雨が異常に早く開けてしまった関係もあっ

て、山の保全がきっちりできてなかったら、川にもきちんとした水が行かないと考えますの

で、こういう事業を計画する時は川の事業と山の事業がセットであれば理想的かなと感じま

す。 

予算としては全体の円グラフの状態を、今日もホームページで見て、多分この事業は教育

費６%のところから出ているのかなと思いますけど、６%だとやっぱり山の事業まで入れた

らとても賄いきれないから、農林水産のところとセットで実施することは可能なのかなとい

うことをお伺いしたいのが１点と、あとやはり鮎を中心ということなので、友釣りのことに

特化しているので、昨年はコロナで中止とか川が増水して中止っていうことがあったと思い

ますけど、川ガキみたいな感じで川に親しむっていうことを考えたら、通年で魚釣りは別の

魚種でもできるわけなので、できたら釣り全体で考えてイベントとして始めてみるのもあり

なのかなと思いました。友釣りはすごく難しいというのも、ものすごく面白いっていうのも

聞いていますので、企画としては良いと思いました。あともう１点ですが、ネット販売推進

協議会の方ですけど、成果の方の 9月までの売り上げが 203万っていうのは、例えばです

けど１社がかなり売り上げを上げて、他のところがあんまりなかったのかとか、そういった

内訳を知りたいなと思ったのと、外商力強化支援委託のところですが、全体講義が４回あっ

た中で、参加企業数の事が書かれていますが、これはだいたい窪川の企業さんが多いのかど

うなのかということの、２点をお伺いしたいと思います。 

 

（事務局） 

最初の質問で、四万十川の事業と一緒に林業の関係の事業もセットで組み合わせて頂いた

らよかったのではというご意見をいただいていましたが、委員さんがおっしゃられるとおり

川と山とセットでということは、当然事業の組み立ての際に必要なことだと思いますが、今

回この事業を申請するにあたっては、まず財源ですが、他の国や県からの補助金であります

とか、そういったものがあるものについては、いったんこの事業からはのけて、事業を組立

てた関係がありましたので、林業の関係は他の補助事業もありまして、これとセットでは今

回組み合わせてはおりませんが、そういった事情でこの事業には山の手入れであるとか、山

の事業が組み合わさってないということでご理解いただけたらと思います。 
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（企画課：中井四万十川振興室長） 

友釣りを対象に今回させていただいておりますけれども、まず鮎漁の中でも友釣りの方

が、一番経済効果といいますか、実際にお客さんが訪れて釣っていただくということで、生

み出す付加価値というものが高いのではないかということを想定して、まずはその第一歩の

入門編として、高校生対象の友釣り甲子園というのと、一般の方を対象にした大会を始めよ

うかということでやっておりました。これまで四万十川では、なかなかこういった大会自体

が少ないというのと、その一方で四万十川自体は鮎釣りのメッカであるというところで、一

般の方は自分たちが把握してないけれども、結構な数が来られているのではないかというよ

うなところもありまして、昨年度段取りをしていました。ちょっと運が悪かったという言い

方は大変申し訳ないですが、予備日を構えてなかった関係もありまして、こういったコロナ

であるとか、増水で中止ということになっておりましたので、一応今年度の方も 7月 31日

と 9月 11日で企画しておりますので、まずは晴れることを祈っているところです。 

 

（八木会長） 

この項目で他にご質問はありませんか。答弁がありますね、お願いします。 

 

（にぎわい創出課：小笹課長） 

ネット販売のリバーストアといいますけども、その売り上げについてですが、全体の商品

数で言いますと 200商品ぐらいございました。参加事業者数も 34事業者ありまして、１

社どうしても、季節ものだったので、その時期に集中した形での販売となったというところ

もございました。あと、外商力強化支援委託事業で、参加している事業者についてのご質問

だったと思いますけれども、これにつきましては、外商に参加していただいている事業者さ

んを各地区で把握しておりまして、全体の事業者数でいいますと窪川が多くなるということ

でございますが、分け隔てなく声掛けをしておりますし、個別相談についても希望があれば

大正・十和まで出かけていって、一緒に個別相談を受けるという形をとっております。 

 

（酒井委員） 

例えばですけど、十和は参加する事業者自体が少ないっていう理由の中に、きちんとお知

らせや広報をしていただいても、それに応える力がないとか、それをすることができないと

いった、課題みたいなものが見えたところはありますか。 

 

（にぎわい創出課：小笹課長） 

そうですね、どうしても大正・十和となりますと、外商については人員体制が整っている

とか、外商の経験があるといいますか、製品としてちゃんと出荷できるかどうかといったと

ころも非常に大切になってきます。そこに結びつけるだけの力があるか、意欲があるかって

いうのは非常に大切なところでして、大正・十和はどうしても小さな事業者さんが多いの

で、それを取りまとめる事業者さんに対してのお話だったりという形になったりもします。

ただ、大正・十和でも個別相談や商品開発に向けての取り組みも行っておりますし、外商に
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おいて大正・十和の物を、他の事業者さんを仲介して実際に販売につなげたこともありま

す。 

 

（八木会長） 

続きまして、（２）観光資源の活用①四万十川ＰＲツール作成・利用事業について説明お

願いします。 

 

（企画課：味元係長）： 

評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

（八木会長） 

ありがとうございました。続きまして、②受け入れ体制整備促進事業についてご説明をお

願いします。 

 

（にぎわい創出課：笹岡係長） 

評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

（八木会長） 

ありがとうございました。それでは、（２）の観光資源の活用についてご質問等ありまし

たらお願いいたします。 

 

（淺野委員） 

海洋堂ホビー館の関係で質問させてください。令和 2～3年とコロナの影響で非常に交流

人口って少なくて厳しい状況だと思います。そんな中で入場者数と実績を上げてくださって

おりますが、コロナの厳しい状況においても、この数字は貢献したというふうに思われてい

るのか、それともやっぱり令和元年コロナ前と比較をしたらかなり落ちているので、そのあ

たりをどう捉えているのか教えてください。もちろん県や全国が落ちている状況ですので、

当然落ちるとは思いますけど、この数字をどういうふうに捉えられているのか、それをお聞

かせ願いたいということと、それから、この 1900万の事業費、この中には、ホビー館ス

タッフの人件費も入っているのでしょうか。それとも企画展のみの予算になっているのか教

えてください。 

 

（にぎわい創出課：小笹課長） 

まず入場者数についてですが、そこについてはコロナ前より落ちております。コロナ前

が、26,000人だったと思います。それで、そこの時点で目標数値を 29,000人と定め

て、色々と事業展開していこうということで目指していたというのを聞いております。開館

当初は、6万人いたわけですが、そこがだんだんとやっぱり、皆さんも慣れてきたという

か。リピート率はそれほど高くなかったのかもしれませんけれども、だんだんと落ちてきた
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という状況で、昨年と一昨年はコロナの影響で非常に落ち込んできたと、入場者数につきま

しては、本当にその昨年度はコロナの厳しい中で、ウルトラマンの企画が話題になったこと

で、そこで非常に版権も厳しいウルトラマンという題材を扱って頂いて、県外からもイベン

ト時には非常に多くの方が来られましたし、健闘したのではないかなと思っております。こ

こをどう今後に回復させていくのかといったところは、今年ホビー館が 10周年と言うこと

がありまして、10周年でリニューアルということで休憩室と地域産品の販売所といったと

ころですとか、団体客を受け入れてイベントができるようなスペースを構えております。こ

うしたことと、周遊企画の方も続けておりますので、あと南国市のホビー館とも連携をして

イベントを組むようにしています。面白いイベントを実施して、誘客を図っていきたいとい

うふうに考えております。そこにつきましては、執行部の方もホビー館との連携というとこ

ろをしっかりやっていきたいというふうに考えています。それと、1900万円のうち人件費

も入っているのかというところですが、こちら指定管理料も含まれていますので包括的には

その中に含まれているということでございます。 

 

（淺野委員） 

ありがとうございました。入場料収入が 1400万弱で人件費も含めた事業費が 1900万

ということですので、費用対効果としては素晴らしいものがあったのではないかと思います

し、数字に表れてない企画のすばらしさ等々があったと思いますので、ありがとうございま

した。 

 

（八木会長） 

他にご質問はございませんか。ないようですので、次に進めたいと思います。四万十川流

域の豊かな暮らしを育む取組で、（１）資源回復のための取組についてご説明お願いいたし

ます。 

 

（企画課：中井四万十川振興室長） 

評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

（八木会長） 

ここまでで何かご質問はありませんか。 

 

（野村委員） 

例えばうなぎでは、下流でシラスを全部取りつくして、中流域まで回ってこないという現

状が多分あると思いますが、鮎とかに対してはそういうことはないのでしょうか。実際、鮎

は川を下って海から遡上してくるわけですよね。例えば途中の下流域で四万十市とかで、大

掛かりにとってしまうために、上流域や中流域まであまり回ってこない、遡上してこないと

か、そういうことはないのですかね。 
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（企画課：中井四万十川振興室長） 

鮎につきましては、春先に遡上してきます。遡上段階でだんだん大きく成長しながら登っ

てくるわけですけれども、基本的に漁が始まる期間というのがありまして、上流淡水漁協い

わゆる家地川堰堤上流が 5月 15日解禁で、それより下流域は 6月 1日解禁ということに

なっております。鮎につきましては、どんどん上流の方に遡上する性質がありますので、基

本的に解禁直後のいわゆる漁場というものはほぼ四万十町の管轄になっておりますので、下

流域で根こそぎ取られるとかというような状況は、鮎に限っていえばないのかなと思いま

す。 

 

（八木会長） 

他にございませんか。 

 

（酒井委員） 

成果の方で、流域全体での資源調査と組合員へのアンケート実施により情報共有ができ

て、とても素晴らしい取り組みを行われたのだなと思って、その前段の方に漁協も５団体あ

って利害関係も異なるので、今までは連携した取り組み自体が難しかったとあるのですが、

今回そういう共通の課題とか全部認識されたうえで、体感的にということで結構ですので、

漁業関係者の方たちの協力体制が見えてきたなっていうのがあったかという点と、このカワ

ウの追い払いについて成果はありましたか。 

 

（企画課：中井四万十川振興室長） 

まず各漁協間で協議をする場っていうのが、そもそも今まではなかったというのと、同じ

情報を元にして話をするという場面がこれまでありませんでしたので、共通の話題としてと

いう部分からまず始めることができたのかなというのと、昨年度につきましては、四万十川

漁業振興協議会っていう組織がありまして、こちらで流域の漁協と四万十市と四万十町で形

成する組織というのができましたので、漁協の統一という話にはなかなかならんと思います

が、こういった場で全組合長が顔を出して、同じ問題を同じ場で協議すると言う取り組みの

スタートが切れたと思っております。それで、反省点が一つ抜かっておりましたが、この調

査した結果について漁協間では共有しておりますけれども、データ量が大きくてホームペー

ジに掲載しておりませんので、そのあたりは一般の方にも広く知ってもらうという意味で

も、そういったところの取り組みが必要かなと考えております。あと、カワウの追い払いの

効果についてですが、実際は本来駆除が一番効果的ではないかと考えるのですが、なかなか

四万十川に向けて鉄砲を撃つというような事が規制もあってできません。また、カワウ自体

が撃って落とすというのが難しい鳥です。追い払いに関しましては、朝昼晩三回出てもらう

ので、なかなか労力的には大変ですけれども、実際金額的には 100万円かからないところ

でやっておりまして、特に鮎の稚魚の放流直後にカワウが飛んできますと一日でだいたい

500gとか食べると言われております。一匹が 10gとか 13gですので、一日で何十匹も

一羽が食べてしまうというのを、人が追いかけることで追い払うということで、それなりの
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効果はあったのではないかというふうに考えております。 

 

（酒井委員） 

経費の内訳報告書の内容ですけれども、この資源回復のための取り組みの中の水産資源調

査委託料と水産業振興事業補助金がかなりの内容を占めていると思いますが、簡単でいいの

で、どういったところに使われているかを教えてください。 

 

（企画課：中井四万十川振興室長） 

水産資源調査委託料の方ですが、西日本科学技術研究所といって、鮎資源であるとか、川

の調査を専門的にやっているところがありまして、こちらの方に委託を致しまして、先ほど

内容等で説明させていただいたようなものを全部行ってもらっております。また、水産業振

興事業補助金ですが、これの内訳ですが町内に２つ漁協がありますので、そちらに 150万

円ずつで合計 300万円を鮎の稚魚の放流として、あと漁場管理等ということで、川に降り

て行く道の草刈りでありますとか河川ゴミの回収、あとは東部漁協管轄でいうと入川道の看

板をつけて漁業者さんを誘導するような形のものをお願いするということで、淡水漁協の方

に 300万、東部漁協の方に 150万をお支払いしております。 

 

（八木会長） 

ほかにご質問ございませんか？ 

 

（鈴木委員） 

そもそも論の質問で恐縮ですが、このカワウは鮎資源の減少に本当に影響しているもので

しょうか。外来の生物ではないと思いますが、そのあたり自分は疑問があるのですが、その

辺の検証というのはいかがでしょうか。実は他に原因があるのではと、素人ですけど思った

りします。 

 

（企画課：中井四万十川振興室長） 

鮎資源そのものの減少にカワウがどれぐらい影響しているのかっていう比率的なものは分

からないのですが、先ほど言いましたように、稚魚の放流したての時とかに１羽あたりでも

1日で 500g食べると言われていますので、１羽につき、１日 50匹ぐらい食べて行く

と。四万十川流域でどれくらい生息しているのか、はっきりした数字はわかりませんけれど

も、大正の下津井の辺りに巣があるというのは確認されております。そこから大ざっぱな計

算ですけれども、200羽はいるとして経済的な損失みたいなものも１度計算したことがあ

りまして、全く追い払いせずに何も手をつけずに単純に１羽が毎日 500gずつ食べていっ

て、鮎が生息する時期ですので、大体７ヶ月ぐらいとして見込んだところではっきりした金

額を忘れましたけども、単純に何千万単位ぐらいにはなるというところの計算から、やっぱ

り追い払い等で少しでも軽減する必要があるのではないかということでやっております。具

体的な生息状況であるとか、あとは巣があるとはいえ、例えば新荘川とかですね、愛媛県の
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方からも飛んできますので、実際に四万十川全体でどれぐらい飛んできているかっていうの

は、あくまでも推計ということにはなります。あと、カワウ自体が一時期、1970年代だっ

たか絶滅危惧ぐらいまで減少したことがありましたけれども、そこから保護策をとったこと

によって、今度逆に爆発的に増加しておりまして、全国的にもやっぱりカワウの被害ってい

うのはものすごく大きいということにもなっておりますので、先ほど事業の内容の中でも言

わせていただきましたけれども、何千万もかけてカワウの追い払いっていうのはもちろん費

用対効果が悪いと思いますが、現状で言いますと年間 100万弱で行っておりますので、資

源の減少と比較した時にやっぱり効果としては、高いのかなという判断を今のところはして

おります。 

 

（八木会長） 

私の方から質問させていただきたいですが、今のカワウの件ですが、先ほど５漁協で話し

合いをされたということですが、そういうことがテーマの中に入っていませんでしたか。 

 

（企画課：中井四万十川振興室長） 

漁協間の中でもやっぱりカワウの対策については議論があるのですが、漁協としてやっぱ

り追い払いよりは直接駆除の方をもっとやってもらいたいという意見もありまして、この事

業には入ってないですが、昨年度は流域全体で猟友会の協力で一斉駆除も実施しましたが、

先ほど申しましたように、なかなか撃ち落とすというのが難しい鳥ですので、一斉駆除をや

った時には成果としては 0というふうに聞いております。ですので、何かしら対策ってい

うのは今後も検討はすべきと考えております。 

 

（八木会長） 

この項目についてご質問はございませんか。それでは次に進ませていただきます。（２）

の四万十川流域の環境保全の①環境対策事業について、まず説明をお願いします。 

 

（企画課：水田係長） 

評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

（八木会長） 

ありがとうございました。続いて、もう１件の②景観保全事業についてもご説明お願いし

ます。 

 

（企画課：中井四万十川振興室長） 

評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

 

 



11 

 

（八木会長） 

ありがとうございました。それでは今報告されました四万十川流域の環境保全についてご

質問ありましたらお願いいたします。 

 

（山本委員） 

食品ロスやＳＤＧｓについてのところですけど、量販店なんかで安く売っているところな

んかありますけど、そういうのを町民の方がたくさん知っているのかなと思います。それ

と、消費期限と賞味期限の違いがきちんと分かっているかなというところも気になりまし

た。また、私は最近量販店でビニール袋をもらわないようにしていますが、町が回収してい

るビニール袋やペットボトルのゴミの量については多くなっていますでしょうか。 

 

（企画課：水田係長） 

賞味期限と消費期限のお話ですけれども、ひょっとしたら消費期限と賞味期限をよく理解

されてない方もいらっしゃるかもわかりませんので、この食品ロスの削減の啓発と合わせ

て、そういったところについても説明を入れるとか、また食品を購入するときに、賞味期限

が長いものを取りたいっていう気持ちにどうしてもなってしまいますけれども、町の方とし

ては食品ロスを減らしていくためには、やっぱり賞味期限が近いものから取っていただくっ

ていう取り組みを進めていきたいと思っていますので、そういった広報とか啓発に努めてい

きたいと思っております。それから、ビニールとかペットボトルなどの廃棄の量が増えてい

るかどうかというところについてはですが、すみません、確認ができていないのでお答えで

きないのですが、自分の個人的な実感としてなんですけれども、スーパーやコンビニでも袋

に入れますかって聞かれて、結構いりませんって答えている人多いのではないかなと思って

いますので、以前と比べるとビニールとかペットボトルとかの廃棄量は減っているのではな

いかと思います。マイボトルなどの取り組みについても、環境水道課の方が広報を通じて、

啓発の方もしておりますので、そうしたところの取り組みは徐々に浸透しているのではない

かなと思います。 

 

（山本委員） 

最近ですけど、ゴミを出すときによくマスクが落ちています。それから国道沿いなんかも

落ちていますし、啓発なんか出来ないでしょうか。 

 

（企画課：水田係長） 

マスクについては、テレビでも取り上げられることがありますが、落としたマスクを誤飲

したことによる野生動物の被害なんかもあるということで、当然落とそうと思って落として

いる人はいないと思いますが、どうしてもポケットに入れたまま歩いた時や、外した時に落

ちてしまっているのかなと思います。こういうことは、気をつければ解決できることではな

いかと思いますので、今後広報など通じて周知していければと思います。 
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（山本委員） 

マスクを入れる袋というか、そういうのがありますけど、そういうのも活用したらよいと

思います。 

 

（川添委員） 

私は四万十町在住ではないので、四万十町在住の職員にこの食品ロスの問題について、町

の取り組みでどんなことが思い浮かぶって聞いてきました。そしたら「もぐにぃシール」を

賞味期限が近くなっている商品に貼って、それを 10枚集めるとメリットがあるので楽しい

のでいいよねという話がありましたけど、そのような取組があると聞いたのですが、その取

り組みって町が推進している取り組みなのかということと、何店舗ぐらいでそういうのに取

り組んでいるのかなっていうのが知りたいなと思いました。七里小学校も 10月にこの出前

授業を頼んでいるので、子供からもそういう疑問が出ると思いますけど。 

 

（企画課：水田係長） 

「もぐにぃシール」なんですけれども町が表立って推進はまだしていないところではあり

ますが、株式会社アッシェさんという高知市の企業さんと提携していまして、「もぐにぃ」

を作っている会社ですけど、そこの会社がハマヤさんで取り組みをしていただいておりまし

て、シールを集めたら例えばガチャガチャができるというような取り組みをやっておりま

す。四万十町内で他の事業所さんで、取り組んでいただいている所はどこがあるのか把握し

ておりませんが、今後そういった取り組みについては広げていきたいと思っております。 

 

（鈴木委員） 

今までの話に水を差すような事になってしまうかなとも思いますが、この成果の中の無駄

な食品を買わずに済んだことによる地域経済への波及効果も 7000万円程度に上ることが

分かったってありますが、これはどんな計算をされたのかなと思いました。というのは、私

が想像するのは、その家庭で買う予定だった値段を合計すると 7000万円ぐらいで、でも

例えば販売する側にしてみたら、7000万円程度の食品が売れずに多分配置されるなり何な

りされたのではないかなと思いますが、ここの 7000万円に喜んでいいのかどうかってい

う疑問がありますけど、どんな計算でしょうか。 

 

（企画課：水田係長） 

ご説明が足りなくて申し訳なかったのですが、この 7000万円の計算ですが、食品ロス

となった廃棄量の重量を、単純に 100gが 1個１００円のおにぎりっていうふうに換算し

た場合にそのぐらいの経済効果があるということで、例えばその食品の廃棄量を半分にした

場合に、それぐらいの経済効果が出ると言う計算をしております。確かにですね、それを買

っていただいた事業者さんはそれが儲けになるわけですので、単純にそれがいいじゃないか

っていえないと思いますが、ただ、それを買ったけど、食べもせずに手付かずで捨てている
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食品がかなりあるということも分かっておりますので。それをもし仮に買わなければ、その

買わなかったお金を家計の他の部分に回せると言うことになりますので、そういったことも

意識しながら買いすぎないようにとか進めていくことは必要じゃないかなと思っておりま

す。 

 

（鈴木委員） 

すみません、この取り組みって私はすごく疑問があるのです。なぜかというと今、私達は

食糧難ではないので食べ物が豊富にありますよね。私は家庭で食事の用意を家族のためにす

る時に、足りないことのないように気をつけて用意します。それで、家族全員のお腹の具合

を計算してロスのないように調理するっていうのは、私にはほぼ 100%無理でほぼ毎回残

るのですよね。この時代において残るっていうのは当たり前のことだと思っていて、それで

その残ったものをどうやって処理していくかっていうことを私は本当に考えた方がいいので

はないかなと思っていて。例えば、町の取り組みの一つとして、コンポストを配ってくださ

っていますけど、それは本当に素晴らしい取り組みだと思っていて、今後も是非続けていた

だきたいなと思っています。ただ問題はそういうものが置けない家があったり、とてもそれ

では賄いきれないぐらいいっぱい出てしまうお店であったり、そういう事業者がどうしても

あって、そこを社会の仕組みとして、どうやって受け止めていくかっていう仕組みを作った

方が私はいいと思っていて、子供に食べ物は大事だよっていうことはとても大事だと、もち

ろん否定はしないですけど、そうではなくて、子供をどうこうしようじゃなくて、この有機

物をきちんと分解して土壌に戻していくっていうことを、もっと社会全体で仕組みを作って

いただきたいと思っています。私が言うまでもなく家庭のゴミに生ごみがいっぱい入ってい

て、それはとても集める時に重いし、燃やす時にも聞いた話ですけど、化石燃料をかけて燃

やさなくちゃいけないとか、凄く無駄なことをしているので、ぜひ有機物を循環させていく

仕組みを作ることに私は重きをおいてほしいです。 

 

（企画課：水田係長） 

委員さんおっしゃられますとおり、廃棄物をどういうふうに自然に循環させていくのかと

いうのはすごく大切なことですので、こちらも同時に考えていかなければいけない問題だと

考えております。食品のロスの削減については、ＳＤＧｓを進めていくうえで、身近で分か

りやすいところで言うと、世界規模で今、食品廃棄っていうのが問題になっていますよとい

うところで、一つ例にとって、何か自分たちが出来る事ってないかと考えたときに、少しず

つでもそういう意識を持つことが大切だと考えています。大量生産、大量消費ではないです

が、ただ単にものが売れればいいやっていう考え方じゃなくて、そういう環境のことも考え

ながらやっていきましょうという意識を持っていただくっていうところがまず大事かなと思

っています。そういったところを育てていくっていうところで、一つこういう切り口があっ

てもいいのかなっていうところで思っておりますで、ご理解いただけたらと思います。 
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（八木会長） 

総合振興計画の後期計画の中に、循環型社会の推進という項目がありますが、町の方もこ

うしたことを家庭まで届けながら、住民参加の活動につなげていくように、ぜひお願いした

いと思います。他にご質問はありませんか。それでは最後の項目に行きたいと思います。

（３）ふるさと教育事業①川ガキ育成事業についてご説明をお願いします。 

 

（生涯学習課：味元課長） 

評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

（人材育成推進センター：横山次長） 

続きまして、私の方から人材育成推進センター行いました事業についてご説明をさせてい

ただきます。評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

（八木会長） 

ありがとうございました。それで続きまして高知大学連携事業についてご説明お願いしま

す。 

 

（企画課：中井四万十川振興室長） 

評価資料に基づいて説明《説明省略》 

 

（八木会長） 

ありがとうございました。最後のふるさと教育事業についてご質問もありましたらお願い

いたします。 

 

（酒井委員） 

１点目ですけれども、生涯学習課さんと人材育成センターさんのふるさと教育事業の川ガ

キ育成事業の方で事業費が 1700万超なんですけど、この予算の配分は、わんぱく学校の

方ではいくらだったのかっていうのを聞きたいのと、わんぱく学校は本当に私の子供も毎年

楽しみにしていて、今年ももう行くって決めて申し込みもしましたけど、実感として子供た

ちはすごく交流に飢えているところがあってですね。同じメンバーでずっと小さい頃から少

人数でやってきているから、今は参加人数が少ないかもしれませんけど、こういう取り組み

を行ってくれていて、ほかの地域の子たちとお話しすることに、すごく喜びを感じていま

す。参加した子にもよりますけど、私の周りでは少なくともすごく喜んでいる子がいて、毎

年参加するみたいな感じになっているので、冬とか夏に限らず、そういう交流ができる機会

を是非提供していただけたら嬉しいなっていうのと、それと同じ意味合いで、高校もやはり

同じ地域内からくる子が多くて、やっぱ人数も限られていて、高校生や若年層は特に色んな

人と交流を本質的に求めていることが多いと思うので、県内同士の高校の交流っていうのは

なかなか難しいとしたら姉妹校を提携するなどして、他の県の学生との交流があれば魅力の
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一つかなっていうふうには思います。 

 

（生涯学習課：味元課長） 

まず参加していただいて喜んでいただいて大変感謝しております。ご質問のありました生

涯学習課の事業の予算的なものでございますが、ラフティング艇の借り上げ料が２０万 5

千 740円。これは経費の内訳報告書のところにも書いてあるのですが、あとふるさと学習

講師謝金として、家地川のけやきという施設ができておりまして、そこでピザ作り体験と

か、火おこし体験を行っておりまして、その講師謝金として 4万円を使用させていただい

ております。あと、冬の活動ということですけど、昨年はちょうど冬の時期にコロナがかな

り発生したもので、間伐体験やキノコの菌打ち体験を予定していたところですが、それが中

止になったということで、今年度はぜひともやっていきたいと思いますので、参加のほどよ

ろしくお願いします。 

 

（酒井委員） 

そしたら、この 1700万の予算の事業費っていうのは、ほぼ人材育成センターさんの方

っていうふうに考えたらいいですか。 

 

（人材育成推進センター：横山次長） 

お見込みのとおりでございます。それと、もう１件生徒の交流という部分につきまして、

今回の事業と離れますが、四万十高校においては全校生徒 62名いる中で 20名程度が町外

または県外から来られている方です。やっぱりコミュニティが固定化するっていうところ

が、地元高校が選ばれない理由でもありますので、四万十高校は県立の寮があるということ

もあって、全国から生徒を募集する地域未来留学っていう事業にも参画をしているところで

す。そういった部分で様々な、生徒同士の交流と言う部分も深めていきたいと思いますし、

また、町外の高校との交流という部分につきましては、私どもが町営の塾を運営する関係で

その運営を委託する会社がありますけど、こちらの方が全国的にもなん拠点か公設塾を運営

しておりますので、そこの塾生同士をつなぐような取り組みも、昨年度ぐらいから続けてお

りますので、そういった部分で学校外になりますけど、有機的に子供達が繋がるような環境

は今後作っていきたいなと思っているところです。 

 

（八木会長） 

他にご質問ございませんか。 

 

（尾﨑委員） 

人材育成推進センターさんに質問させていただきたいですが、成果の中で町内の中学校か

らの進学率も 40%を回復したというお話があったのですが、この回復した理由というか、

そういったものはどういったものがあるのかなというところと、高校の方で例えば、保育園

とか、小学校、中学校との交流というものを行っているのかどうか、身近にこういうお兄さ
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んになりたい、お姉さんさんになりたいっていうような目標になれる人がおれば地元高校に

行ってみたいなとかいうのもあるのではないかなと思いますが、その辺いかがでしょうか。 

 

（人材育成推進センター：横山次長） 

進学率もしくは進学者数が今回増加した要因はなんなのかといった部分ですが、正直よく

わかりません。どうしてかというと、おそらく様々な要因があるのではないかなと認識して

います。一つはこういった高校魅力化の事業が平成 28年度からだいたい 6年、7年目を迎

える中で、一定町内にそういった事業をやっていると浸透してきているのではないかなと思

うことが一つと、もう一つはやっぱりコロナ禍において、やはり外の高校に行かすのは心配

だなっていう親御さんが若干いるのではないかなと、後は様々な町内高校へ進学する生徒さ

ん若しくはその世代に対して、事業展開を令和 3年度から本格的に行っております。学校

給食を高校に配色するであったりとか、入学祝い金であったりとか。前からやっている分で

いうと公共交通の通学費の助成とかですね、そういった部分の支援が、一定浸透してきたの

ではないかなと思っていますので、どれが一番効いていたっていう部分はなかなかこちらと

しても判断しづらいよねっていう話をしているところです。もう一つ、地元の兄ちゃん、お

姉ちゃんに憧れてその高校を選択するっていうところがあるっていうことが、一番理想的な

形じゃないかなと思っております。窪川高校においては農業コースの方が茶畑を作っている

関係で、地元小学生と一緒に茶摘み体験を行っています。また、四万十高校においてはイベ

ント活動をする中で、そのイベントの販売活動を高校生が手伝うことによって、中学生とか

小学生にも触れ合う機会は増えているのではないかなと思っていますが、そういった部分も

今後は、高校としてやるのか、町としてやるのか、どちらがやるのかまだわからない部分で

はありますけど進めていくべきではないかなと思っています。それで、１つその関連で言う

と、今年度から高校生を対象としていた町営塾を全町的に中学 3年生まで拡充するように

しています。それは中学 3年生の段階から公設塾を体験することによって、地元高校でも

学びの場って確保されているよね、こういった人たちと一緒に学べるのであれば地元高校へ

行ってみようかなといった部分を呼び水としてやっているという部分と、あとは、高校生と

一緒に活動することによって、お兄ちゃん、お姉ちゃんがいるから憧れて、地元高校に行こ

うかなっていう部分で、中学部っていうのを創設しましたので、そちらの方もいい結果が生

まれたらいいなと思っているところです。 

 

（八木会長） 

ありがとうございます。他にご質問ございませんか。 

 

（藤澤委員） 

窪川高校でコーディネーターさせてもらっています藤澤です。質問ではありませんが、こ

の予算のうち沢山いただいているなと思いながら見させてもらいました。窪川高校への進学

もそうですけど、地元高校への進学者が増えた理由について、はっきりとは分からないとい

うお話がありました。本当にいろんなことがあると思います。保護者の話を聞くと、さっき
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話がありました高校への給食が大きいということを聞きました。私達は、給食は学校給食で

はなくて高校給食と呼んで、それこそＳＤＧｓにも取り組んで、なるべく食べ残しは許しま

せんという感じで優しく言って、それで残ったものをおにぎりにして、食べさせるなどいろ

いろ工夫をしています。だから、給食センターの中で小中高どれぐらい残食があるのか、い

つか聞いてみたいなと思いました。それから、先程交流ということで、ケーブルテレビで見

ていただいたかも分かりませんが、6月 5日に高校の体育館で 38組の親子保育園の子供達

と、小学校 3年生、4年生ぐらいまでの子供さんたちと、最高齢 80歳ぐらいまでのおばあ

ちゃんも 140名以上集まって、リズム表現で遊びました。その時にまさかそんなに手を挙

げてくれると思わなかったですけど、高校のおとなしい子供たちが 16人、男の子もいまし

たけど、ボランティアをしてくれました。それで恥ずかしそうではありましたが、リズムし

たり、スキップしたり、小さい子とも楽しそうにしてくれまして、参加した大人たちの方か

らも高校生と関われた事が良かった。本当にお兄ちゃんお姉ちゃん可愛いとかいう感じで、

アンケートにもいっぱい書いてもらいました。それで、それを校長先生以下、職員、教職員

の先生方にも報告したのですが、やっぱりそういう関わりは本当に大事だなって思いまし

た。またこういう事があったら、ぜひ声を掛けながらやりたいなと思いました。 

 

（八木会長） 

他にございませんか。 

 

（神田委員） 

前もちょっと言いましたけど、自分は元教員だったので、やっぱり地域に学校を残してい

くということはとても大事なことだなと思っています。高校生の入学者が増えたっていうの

は多分、通学している子供たちの顔が良いからだと思っています。これはもう先生方、もち

ろん人材育成センターの皆さんや生徒たちの頑張りもあって、学校が運営できているのだろ

うなと。それはたぶん皆さんが見ていてそうじゃないと、やっぱりいくら触れ合ったって知

っているからといって、行けるというものではないと思うので、それがだんだん現れてきた

のだろうなというふうに思っています。それで、その一方で、なんで県教委は 20人を割っ

たらみたいなことを言い出すのかなと常々思っています。これは質問じゃなくて町にお願い

ですが、おそらく今までもされていることと思いますけれども、次期の統廃合の計画が出る

前にやっぱり町からも強く、そんなこと言うなということを是非言っていただきたい。そう

じゃなくて、こちらでもやっぱり高校の魅力を高めていくだとか、子供達に必要な力をつけ

ていくとか、もちろん今までも努力されていますし、充分成果としても現れていると思うの

で、そんな人数で切るようなことじゃなくて、やっぱりここから人口が減少していくのは目

に見えているのだから、減少している中で何をしていくかっていうことを知事部局は県教委

に対しても強く言うべきじゃないかというふうに思います。これはもうお願いですかね、以

上です。 
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（八木会長） 

ありがとうございました。他にございませんか。 

 

（横山(順一)委員） 

窪川と四万十高校の存続要件とかっていうのが書かれて、今お話もあったのですけど、高

知県は僻地の学校もすごく多いということとか、地域性も考えて、県教委は存続要件で１学

年 20名以上というのを打ち出していますが、これは県教委の肩持つわけではないのですけ

ど、結構存続要件を低く設定しています。他県はもっと 30名とか 40名ぐらいに設定をし

て、これはある校長先生の話ですが、やっぱり人が集まらない学校はあってもすごくきつい

ので、あっても仕方がないと、やっぱり整理統合して魅力ある学校をつくっていくのがいい

のではないかということも言っていた方もいたわけですけど。やっぱり高知県はそういった

いろんな事情もあって、20名以上というような数値を、人数の問題ではないかもわかりま

せんけど、また中村高校の西土佐分校ですかね。そこもかなり少ないですけど、地域性を考

慮してということで存続しています。今後も生徒数とやっぱり今後厳しい状況がすごく続い

ていくというのが想定されて、人材センターの横山さんが生徒数なんかのデータもおっしゃ

っていたので厳しい状況がすごく続くと思いますが、やっぱり今、高校の魅力化というとこ

ろに、全国的にも取り組んでおりますけど、四万十町もすごくいろんな取り組みをされてい

るので、ぜひとも行政とか、高校も独自で自分の学校を高めていくっていうのはすごく大事

なことですけど、高校振興対策監とか、そういった方々と人材育成センターなどの結びつき

をより強くしてもらえたらと思います。今後、県教委のトップが変わったら、20名という

のは、もっと厳しい条件を出してくるかもわかりませんので、ぜひ危機感を持って取り組み

をさらに工夫して取り組んでもらいたいなというお願いです。よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 

（八木会長） 

ありがとうございました。他にございませんか。ないようですので、ひとまず評価シート

の方についてはですねご記入のうえ、本日ご提出をお願いしたいと思います。それでは、今

後のスケジュールについて事務局よりお願いします。 

 

（事務局） 

次回の会議が 7月 14日の木曜日に開催を予定しています。それで、委員さんの任期が 8

月で終わりなので、これが最後の会になろうかと思います。現在の振興計画の審議会委員の

公募につきましてはホームページや広報で募集しておりまして、7月 8日を締め切りとし

てやっておりますので、また引き続きやってみたいなという方いらっしゃいましたら応募の

方をお願いしたいと思います。 

 

（八木会長） 

委員さんの任期が 8月 2日までになっておりますので、委員の皆様には 2年間、会議へ
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の出席をいただきまして、誠にありがとうございました。コロナ禍の中で委員同士の充分な

意見交換とか交流ができておりませんでしたが、最後の会が 7月 14日ということですので

よろしくお願いします。それでは、閉会にあたり副会長のご挨拶をお願いします。 

 

（船村副会長） 

皆さん長時間の会議お疲れさまでございました。次回が任期最後の会議になるということ

でございますので、次回もぜひご出席をいただくようお願いいたしまして、会議を閉じたい

と思います。それではお疲れさまでした。 

 

― 閉 会 － 

 

 


